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はじめに
財団法人高輝度光科学研究センターでは、高輝度

光科学に関する知識の普及啓発活動の一環として平
成５年度から「SPring-8と先端科学技術」と題した
講演会を毎年度開催してきました。また、この講演
会に併せてSPring-8サイトの見学会も行い、進みゆ
くSPring-8の建設状況を紹介してきました。
平成８年度は、平成9年3月19日dに播磨科学公園

都市内にある兵庫県先端科学技術支援センターで開
催し、176名の参加者がありました（見学会参加者
は177名）。

SPring-8施設の見学
今年度の見学会は、SPring-8の蓄積リングが試験

調整運転の最中であったため、施設の建設が順調に
進んでいるサイト全体の見学及び利用者が放射光利
用実験を行う際に試料を調整・準備する試料準備室
等の見学を行いました。

講演会

SPring-8は、日本原子力研究所と理化学研究所が
共同で建設し、高輝度光科学研究センターが運営し、
利用者に供用する施設です。このSPring-8を中心と
して、世界の優れた研究者が集まる研究環境を整備
し、優れた研究成果を世界に発信できる「中核的研
究拠点」（COE：センター・オブ・エクセレンス）
を構築していくためには、他の放射光研究機関、周
辺の研究機関等との連携、協力によりリサーチコン
プレックスの形成を図っていくことが重要です。
このような視点から、今回の講演会は、「SPring-8

を中心にしたリサーチコンプレックスの展開」を基
調として開催し、
○　SPring-8の8GeV電子ビームとレーザー光との相
互作用により得られる100％近く偏極したフォト
ンビームを利用し、クォーク核物理を研究する
ための施設（レーザー電子光によるクォーク核
物理研究計画：大阪大学核物理研究センター助
教授　藤原守氏）

○　SPring-8の線型加速器からの1GeVの電子ビーム
を分岐・利用する1.5GeVの小型放射光施設（兵
庫県姫路工業大学ニュースバル計画：姫路工業
大学高度産業科学技術研究所教授　望月孝晏氏）

○　超高圧力、超高温、及び超微細構造解析に対応
した極端条件下での総合的な物質解析を行うた
めの専用ビームライン（広エネルギー帯域先端
材料解析ビームライン：無機材質研究所超微細
構造解析ステーション主任研究官　福島整氏）

の講演を戴きました。この他、
○　本年10月の供用開始を目指し、建設及び装置・
設備の調整運転が順調に進んでいるSPring-8施設
建設の進捗状況と将来計画（日本原子力研究
所・理化学研究所大型放射光施設計画推進共同
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チーム　大野英雄氏）
○　SPring-8を利用する際に設けられている税法上
の支援、各種情報や技術指導の支援等利用者への
支援制度（科学技術庁大型放射光施設利用推進室
深井宏氏）の講演を戴きました。
それぞれの講演の後には、活発な意見交換が行

われ、講演会は盛況のまま終了しました。

おわりに
高輝度光科学研究センターでは、今後もセミナー、
講演会等を開催するとともに、供用開始後は成果発
表会を開催する等、SPring-8及び放射光に関する普
及・啓蒙活動を続けて参ります。随時、本誌告知板
やインターネット（http://www.spring8.or.jp）で情報
を提供していきます。
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略歴：昭和60年早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了、科
学技術庁入庁。農林水産省農林水産技術会議事務局研究開発課、
日本原子力研究所原子力船計画部、科学技術庁防災科学技術推進
室等を経て、平成８年１月から高輝度光科学研究センターへ。
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